
こんにちは Hello/Good afternoon Selamat Pagi. สวัสดHujambo Boa tarde
Botarde Miarahaba anareo ry namako Bonjour Merci Assalom Alaykum Hi бар Здравствуйтеa 

Сайн байна уу？
Em chào anh ạ 

Selamat petang 你好

プ
ロ
ー
チ
が
で
き
る
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
人
材
だ
。

隊
員
は
帰
国
後
、国
際
機
関
や
地
方
自

治
体（
18
ペ
ー
ジ
参
照
）、グ
ロ
ー
バ
ル
展

開
を
目
指
す
企
業（
8
ペ
ー
ジ
、
20
〜
21

ペ
ー
ジ
参
照
）
な
ど
で
活
躍
し
て
い
る
。

日
本
の
地
方
自
治
体
や
ビ
ジ
ネ
ス
の
世

界
で
は
、こ
れ
ま
で
に
な
い
サ
ー
ビ
ス
や
商

品
を
ど
の
よ
う
に
形
に
し
、成
長
さ
せ
る

か
が
重
要
に
な
っ
て
い
て
、力
を
培
っ
た
隊

員
は
、異
な
る
視
点
で
課
題
を
突
破
で

き
る
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
人
材
と
し
て
求
め
ら

れ
て
い
る
の
だ
。

　

ま
た
、途
上
国
で
の
経
験
を
生
か
し
て

帰
国
後
に
起
業
し
、活
躍
す
る
元
隊
員

も
い
る
。「
得
ら
れ
た
も
の
は
」
と
の
問
い

に
、「
友
人
、今
ま
で
つ
な
が
る
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
人
と
の
つ
な
が
り
、社
会
が

広
が
り
人
生
が
豊
か
に
な
っ
た
」
と
回
答

す
る
。ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
国
際
協
力
の

日
本
人
専
門
家
の
４
割
は
元
隊
員
で
、

活
動
経
験
と
と
も
に
、さ
ら
に
専
門
性

を
身
に
つ
け
て
途
上
国
の
現
場
の
最
前

線
で
活
躍
し
て
い
る
。

　

青
年
海
外
協
力
隊
事
務
局
で
は
、派

遣
前
の
訓
練
か
ら
、派
遣
中
の
支
援
、帰

国
後
の
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
ま
で
一
気
通
貫
で

対
応
す
る
部
署（
人
材
育
成
課
）
を
新

設
し
、隊
員
を
バッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
。
開
発

途
上
国
の
た
め
に
自
分
の
意
思
を
持
っ
て

協
力
隊
に
応
募
し
合
格
し
た
隊
員
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
経
験
を
経
て
よ
り
広
い
世

界
で
活
躍
で
き
る
人
材
と
な
る
。「
い
つ

か
世
界
を
変
え
る
力
と
な
る
。
」
気
概
を

持
っ
て
、隊
員
た
ち
は
今
日
も
開
発
途
上

国
の
人
々
と
と
も
に
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

文
化
に
入
っ
て
い
く
の
は
大
変
で
す
。
相

手
の
社
会
を
理
解
し
、適
応
し
て
い
く
中

で
、他
者
と
つ
な
が
り
、自
分
自
身
の
力

で
周
囲
の
協
力
を
得
て
い
く
こ
と
が
必
要

に
な
り
ま
す
」。

　

ま
た
、「
す
べ
て
の
活
動
が
順
調
に
進

む
と
は
か
ぎ
り
ま
せ
ん
。
う
ま
く
い
か
ず

落
ち
込
む
こ
と
も
あ
り
ま
す
。そ
れ
ま
で

に
な
い
孤
独
を
感
じ
る
場
面
も
あ
り
ま

す
。そ
れ
ら
に
耐
え
て
や
り
抜
く
こ
と
が

で
き
た
と
き
、
自
分
を
乗
り
越
え
る
精

神
力
が
身
に
つ
く
よ
う
に
思
い
ま
す
」
と
、

山
本
さ
ん
は
隊
員
だ
っ
た
経
験
を
も
と
に

語
っ
た
。

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
人
材
の

資
質
と
可
能
性

　
い
ま
社
会
で
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、

海
外
、国
内
に
関
係
な
く
、革
新
的
な
ア

す
べ
て
の
経
験
が
、

成
長
の
糧
と
な
る

「
J
I
C
A
海
外
協
力
隊
事
業
は
、人

を
育
て
る
と
い
う
大
き
な
側
面
を
持
っ
て

い
ま
す
」
と
言
う
の
は
、青
年
海
外
協
力

隊
事
務
局
長
の
山
本
美
香
さ
ん
。広
い
視

野
を
持
っ
て
新
し
い
価
値
を
見
出
す
力
、

協
力
者
を
増
や
し
て
い
く
コ
ミ
ュニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
力
、実
践
す
る
行
動
力
な
ど
が
培

わ
れ
る
と
い
う
。

「
途
上
国
の
さ
ま
ざ
ま
な
リ
ス
ク
を
考

え
な
が
ら
活
動
を
進
め
る
た
め
、多
角
的

に
物
事
を
見
る
こ
と
や
観
察
力
も
養
わ

れ
ま
す
。２
年
間
で
多
様
な
力
が
着
実
に

身
に
つい
て
い
き
ま
す
」。現
地
で
の
課
題

は
あ
る
も
の
の
、自
分
は
そ
の
た
め
に
何

が
で
き
る
の
か
を
考
え
る
こ
と
か
ら
始
め

な
く
て
は
い
け
な
い
。「
た
っ
た
一
人
で
異

現地でさまざまな困難に直面するぶん、
ひと回りもふた回りも成長して帰ってくるのが協力隊員。

現代社会が求めるフロンティア人材を育成する側面も担っている。

JICA海外協力隊を経て
身につくもの

派
遣

帰
国

33％
民間企業・団体

2013年度応募者

20％
現職復帰

25％
その他

28％
民間企業・団体

8％進学

6％ 0.3％JICA関係
4％公務員

起業

1％

国際
機関

7％教員6％教員

8％公務員

19％
学生

10％無職

23％
その他

2016年度帰国者

帰国後のキャリアを
教えてください

さまざまな職種とスキルを持つ人が応募し参加するJICA海外協力隊。
帰国後は経験と身につけた力を生かし、多くの分野で活躍している。

モザンビークで「モリンガ」の栽培と販売を手掛け
る会社を2014年に現地パートナーと立ち上げまし
た。「モリンガ」は栄養価が高く、美容によいとスー
パーフードとして世界でも注目されている植物です。
アフリカでは物事がなんでもゆっくり進むので、もど
かしい気持ちになることも多いですが、農村の現金
収入源になりうる作物として広げたいと思っていま
す。いまは5名を雇用し、栽培と販売を行っていま
す。「モリンガオイル」は、昨年から生産を始めたば
かりなので年間200リットルほどの量ですが、近々
日本への輸出も始める予定です。隊員時代に培っ
た企画力とコミュニケーション力で「モリンガ」の市
場をモザンビーク国内に作りたいと考えています。

協力隊時代に描いた起業の夢を実現

教えてくれた人
青年海外協力隊事務局長
山本美香（やまもと・みか）さん

英語以外の言葉を使用する派
遣国が大半。事前の訓練では
派遣国に応じて現在22か国
語の授業が用意され、しっかり
としたサポート態勢が整ってい
る。応募当初は、英語スキル
がD判定の人もいるが、訓練
所での学び後、コミュニケーショ
ンできるレベルまで上達する。

20歳から69歳までが対象
となっている。世界に貢献
したいと、これまでの社会
経験を生かして応募する40
代、50代、60代も多い。

英語A
22%

英語B
12%

英語C
26%

英語D
40%

応募時の英語レベル
2017春・秋+2018春

20代
52%

60代
14%

30代
23%

40代
4%

50代
7%

山家友明（やんべ・ともあき）さん

2010年1次隊／モザンビーク／村落開発普及員過去

モリンガ・モザンビーク 代表取締役社長現在

左から山家さん、農業スタッフのペドロさん、現地パート
ナーのジュディッティさん。

参加者の年代（応募当時）

英語スキル目安（TOEICの場合）／ A：730点以上、
B：640点以上、C：500点以上、D：330点以上

アフリカで
起業しました！

派遣先では、隊員の活動
を現地事務所がサポート
するほか、健康管理支援
や安全対策などを行って
います。熱い想いとともに
ぜひご応募ください。

【派遣前訓練】
海外協力隊の
理念の理解

使命感語学力

危機管理
意識

多様性
理解・
適応力

現場感覚

派遣中

協力隊を経て、「既存の枠組みにとらわれず、新しい試みを
率先して実践するフロンティア人材」として成長する。

突破力

実現力

革新力

交渉力

共創力

実践スキル
主体性

協調性

異文化適応能力

リスクマネジメント能力

コミュニケーション能力

資質

語学力が不安です

年齢に関係なく
応募できますか

応募の前に

活動で、どんなスキ
ルが

身につきますか？

現在訓練所で学ばれている22カ国語の「ありがとう」

活動
を通じ

て

身に
つく
力

JICA海外協力隊
いつか世界を変える力になる。
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